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Summary

　Flowering　period，　e山 ylene　production　of 　male 　flowers　and 　shelf 　life　of　fruit　were 　Gomparatively 　investigated　in

four　melon 　cultivars
‘King 　Nine

’
，
匚
King 　Melt ゾ，

‘O −3
’
and

‘Harukei−3’，‘K玉ng 　Nine’and ℃
−3’have　long　shelf

life　characteristics 　regulated 　by　an 　ethylene 　low　scnsitivity 　gene，　but
‘King　Melty

’
a口d ‘Harukei−3’do　not 　share

these　charactelistics ．　 The　flowcring　periods　of
‘King　Nine

’
and

‘0 −3｝

wele 　twice 　as　long　as ‘King　Melty’and
‘Harukei −3’．　 The 　amount 　of 　ethylene 　emitted 行Qm 　male 　flowels　of ‘King　Ninピ and

‘O −3
’
was 　twice 　as 　much 　as

that　from　Ihose 　of
‘K 藍11g　Meltゾ and

‘Halukei−311t　is　clear 　that　the　ethylene 　low　 sensitivity 　gene　extended 　the

且owering 　period　 of 　male 　flowers　 and 　increased　the　 amQunt 　of　ethylene　emitted 　from　 those 　in　 the　 subscquent

melons ．

キー
ワ
ード ： エ チ レ ン生成量，エ チ レ ン低感受性，開花期間，メ ロ ン

緒　　言

　近年 わ が 国 で 育成 さ れ る メ ロ ン （Cucumis〃melo 　L．）品

種 は t 果実 の 軟化 や黄化 が 遅 く，日持 ち性 の 高 い もの が

多 い ．菅原 ら（1998），大薮ら （1998），大薮・菅原（1999）
は，こ れ らの 種子をエ セ フ ォ ン処理 して 暗黒条件下で 発

芽 さ せ る と，日持ち性の 低 い 品種 よ り根 の 伸長 が 抑制 さ

れ に くい こ とを示 し，エ チ レ ン 低感受性因子を保有す る

こ と を報告 した，遠 山 ら（2000）は，こ の エ チ レ ン 低感受

性因子 に 連 鎖 す る DNA マ
ーカ ーを 開発 し，そ の 有無 を遺

伝子 レ ベ ル で 判定 で き る こ とを 可能 に した．

　 エ チ レ ン低感受性因子 は ．メ ロ ン 果実 の 成熟 や 幼根 の

伸長に対す る エ チ レ ン の 影響を 制御 して い るが，さ らに

様 々 な植物 種 の 生育 へ の 関与が報告され て い る （平 山，

1998）．カーネ ー
シ ョ ン で は エ チ レ ン 低感受性因子 を有す

る 品種 の 花持 ち 性が 長 い こ と が 明 ら か に さ れ て い る （Wu

ら，1991a；b），そ こ で ，本研究 で は ，エ チ レ ン 低感受性

因子 を 有す る メ ロ ン 品種 の 雄花 に つ い て ，そ の 開花期間

と エ チ レ ン 生成量 を，本因子 を 保有 しな い 品種 と比較検
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材料 お よ び 方 法

試 験 1 ．エ チ レ ン 低 感 受 性 因 子 を 有 す る ハ ウ ス

　　　　　メ ロ ン の 雄花 の 開 花 期 間 と エ チ レ ン 生

　　　　 成 量 お よ び 果 実 の 日持 ち性

　供試品種 は ，エ セ フ ォ ン を用 い た 発芽試験法 （大薮 ら，

1998）と DNA マ
ー

カ
ー

に よ りエ チ レ ン 低感受性因子 の 保

有 を確認 した ハ ウ ス メ ロ ン Fl品種
‘
キ ン グ ナ イ ン

’
と本因

子 を 有 し な い
‘
キ ン グ メ ル テ ィ

’
を用 い た ．供試株 は ，

1999 年 5月 15 日 に 播種 し，1品種当 た り 24株当場 の 慣

行法で 立体栽培 した ．

　鈴木ら （1970）に よ れ ば，雄花は 品種 に か か わ らず，夏

季は 日の 出 ユ時間後 の 午前 5時半前後，冬季 は 午前 8時頃

に 開花 が始 ま る．そ こ で ，本研究 に お け る 開花期 間 の 調

査 は ，日の 出 2時 間後 す な わ ち 開花 1時 間後 の 完 全 開花 時

に 採 取 した もの を 用 い た ．7 月 6 日に 10−・15 節，7 月 ユ2

日に 20〜25 節 が そ れ ぞ れ 開花最盛 時の 2回，午前 6時 45

分 に 当 日開花 した もの を各株 か ら 1花 ず つ 合計 28花採取

した ．採取 雄花 は，花 こ う部を切除後，蒸留水 を 3ml 入

れ た 直径 12cm の シ ャ
ーレ 4枚 に 7花ず つ 入 れ，蛍 光 灯 に

よ る 照度 7001x の 連続 照 明 下 で 25℃ の 恒温 器 に 静置 し

た ，雄花 の 開花期間 は，採取 か ら花弁が 明 らか に 萎 ち ょ
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う した時点 まで と し，1花 ご と に 調 査 して そ の 平均値を求

め た （第 1，2 図参照 ）．

　 エ チ レ ン 生成量 の 測 定 は，7 月 7日の 午前 6時 45分 に，
10−15節の 完全開花した雄花を各株 2−3花ずつ 計 70花採

取 した．開花期間の 調査 と 同様 に ，シ ャ
ー

レ に 入 れ て 恒

温器 に 静置 した ．採 取 12時 間 後，雄 花が 萎 ち ょ う し始 め

た 時に ，10花ず っ 直径 28mm ，高 さ 120　mm の ガ ラ ス 管

7本 に 入 れ て 密閉 した，恒温器内で 2時間静置 した後，容

器 ヘ
ッ ドス ペ

ー
ス の ガ ス を シ リ ン ジで 吸排気を繰 り返 し

攪拌 した後 2ml 採取 し た ．採取 し た ガ ス の エ チ レ ン 濃 度

を FID式 ガ ス ク ロ マ トグ ラ フ を用 い て 測 定 し，新 鮮雄花

1kg 当た りの 1 時間当 た り生 成量 を 算出 した．

　果実 は 交配 42 日後 に 1品種 24 果収穫 し，果重を調査後

常温 下 に 置 い た．収穫果 の 日持 ち性 は，果皮 の 黄化 と果

肉の 硬度を測定 し評価 した．収穫 4 日後 に，果皮 の 黄化 は

測色色差計 （日本電色 KK ）を 用 い ，果 実赤道部の b＊

値 を

4か 所 測 定 して 平 均 値 を 求 め た，果肉硬度 は ，精密万能材

料 試 験機 （イ ン テ ス コ KK ）で ，直径 3mm の ブ ラ ン ジ ャ
ー

を用 い，果肉中央部 の 貫入 抵抗値を測 定 した，糖度 は，デ

ジ タ ル 糖度計 （KK ア タ ゴ ）を用 い て 果実赤道部 の 内壁 を

1果 当 た り 2か 所測定 して 平均値を求 め た ．

試 験 2 ． エ チ レ ン 低 感 受 性 因 子 を 有 す る 温 室 メ

　　　　 ロ ン の 雄 花 の 開 花 期 間 と エ チ レ ン 生 成

　　　　 量 お よ び 果 実 の 日持 ち 性

　供試品種
・
系統 は，試験 1と同様 に エ チ レ ン低感受性因

子 の 保有を確認 した 当場育成 の 温室 メ ロ ン 固 定系統
‘0 −

3’

と，本因子 を有 しな い 固定 種
c

春系 3 号
’
（菅原 ら，

1998 ；遠 山 ら，2〔｝00）を 用い た，7 月 2 囗 に 播種 し，7 月

16日 に 1品種 24株定植 し た ．雄花の 開花期間 とエ チ レ ン

生成量 お よ び 収穫果の 口持ち性は，試験 1 と同様 の 方法で

行 っ た．開花期間の 調査 は，8月 16 日 に ／0〜15節，8月

20 日に 20−・25節 の い ずれ も完全開花 した雄花を 7時 15分
に 採取 し，エ チ レ ン 生成量 の 測定 は 8月 17日 に 雄花 70花
を 採取 し行 っ た ，日持 ち性 は，交 配 50 日 後に 収穫 した果

実 を用 い 調 査 した、

結　　果

hr
−

］

で，
‘
キ ン グ メ ル テ ィ

’0．39 μ 1・kg
−

］・hr
−1

の 2，5倍

多 か っ た （第 2表 ）．

　
‘
キ ン グ ナ イ ン

’
の 果 実 は ，果 重 2．59kg ，糖 度

13．2（Brix％以下同様 ），
‘
キ ン グ メル テ ィ

’
は 果重 2．65　kg，

糖度 13．7 で 差 は 小 さ か っ た．収穫 4 目後 の
‘
キ ン グ ナ イ

ン
’

の b ＊

値 は 17．1 と，肉眼 で 黄化 が 判断 さ れ る 25 よ

り小 さ く，黄化 が認 め られ なか っ た が，
C

キ ン グ メ ル テ ィ
’

は 30，9と明 らか に 黄化 を認 め た．
‘
キ ン グ ナ イ ン

’
の 貫 入

抵抗値 は 417g と可食適 期 の 250g よ り大 き く硬 か っ た

が，
‘
キ ン グ メ ル テ ィ

’
は 160g で 顕著 な 軟化を示 した

（第 3表 ）．

試 験 2 ． エ チ レ ン 低 感 受 性 因 子 を 有 す る 温 室 メ

　　　　 ロ ン の 雄 花 の 開 花 期 間 と エ チ レ ン 生 成

　　　　 量 お よ び 果 実 の 日 持 ち 性

　10〜15 節 か ら 採 取 した 雄花 の 開 花 期 間 は ，
‘0 −3’が

34．6時間，
‘
春系 3号

’
は 15．7時 間 で あ っ た．20・・25節の

雄花の 開花期間は，
‘0 −3’が 33．6時間で，

‘
春系 3号

’
は

16．3 時間 で あ っ た． ‘0 −3｝

の 開花期間は，い ず れ の 節位

第 1表
L

キ ン グ ナ イ ゾ と
’
キ ン グ メ ル テ ィ

’
の 異 な る節 位 か ら

　　 採取 した雄 花 の 開花 期間

　 　 　 　 　 　 開花期 間 U時間 ）
品 　　種
　 　 　 　 　 玉0〜15節 　　　　@2e〜25葭
キン グ ナ イ ン　34． 0±O．63z

　33．4±O．
キング メ ル

ィ 　
有

性y18 ，3土O，96　　　18 ，0±
D69 　＊＊　　　　　　

　 　 ＊＊ 試 験 1 ． エ チ レ ン 低 感 受 性 因 子 を

するハウ ス 　 　 　 　 メ ロ ン の 雄 花 の 開 花 期

とエチレ ン 生 　 　 　 　 成 量 お よ

果 実の日持ち性 　10 〜 15 節 か ら 採 取 した
雄
花 の 開 花 期

は
，
‘ キン グナイン ｝ が 平

均34 ． 〔 〕 時 間
で
， ‘キングメ ルテ

’ の 18 ．3時間に 比べて15．7時間長 かっ た ．20 〜25
の
雄 花 の 開 花 期

間
は ， ‘ キン グ ナ

イ
ン ’ が 33 ， 4

時

間

，eキング メ ル テ ィ’の 18 ． 0 時間
よ
り 15 ， 4 時

間

長
か

っ

， ‘キ ン グ ナ
イ
ン ’，‘キ ング メ ルティ ’とも 雄 花 の

花期間は 2 回 の 採 取す
な
わ ち 着 花

節
位

で
差 が な く ， ‘

ン
グ

ナ イン’ は ‘ キ ン グ メル テ ィ ’よ り有

に
長

か っ た（ 第 1
表
， 第1 図 ） ． 　 ‘キ ン グナイン’ の 雄花

のエチ

ン
生 成量は0 ， 96 μレkg− 1・

F “均イ 直 ±標準誤 譱 　（n ＝28 ）  

に
よ り ， ＊ ＊ は 1

％ 準
で 肴 意洋 あ り

キ ング
メ
ル テ ィ ’

‘
キ
ン
グ ナ イ ン ，

第
1 図‘キングナイ ン’

‘キ ン グメ ルティ ’の10 −15 節から採

　 取し た
雄
花 の 開花 状 況 （

採
取 18 時 間 後 ） 第 2 表 　‘ キ ン

ナ イ ゾ と ’ キン

メル テ ィ
の 雄 花 か ら のエ

　　レン生成
量

品　
　睡

G チ レン 生 成

　 （ ttl ・

． 1 ・
h

D1） ギングナ
イ

キンクメルラ．

意
牲y0 ．96±0 ．35zO ．39

0．07 　 ＊ 石 1仕≒ ｝ f 直 ±1 票 準

呉Σ獲
　
（ n ＝ 7 ） ， ，LSD によ り ， ＊ は5％水 準 で 有意 蓙
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第 3表
・
キ 。 グ ナ イ ジ ど キ ・ グ メ ・レテ ・

・
の 果9 ，黻 お よ び収穫 4 日後 の 果皰 慣 入抵 抗値

品 　　陲
果 亟

〔kg ）

糖度

〔Brix％）

果F髪色

〔b ＊値
z

）

貨人抵抗II酵
　（9 〕

キ ン グ ナ イ ン 　　 2，59± O．e8x　 13．2± 0．3　 17．1±O．4

キン グメル テ ィ　　2，65士O．04
　有 意

．
［”t
’“’
　　　　　　 n，s・

13．7±O，1
　 n ．s．

30．9±0．5
　 　 ＊＊

417士 19160

± 16

＊ 唯

z
数 字が 大 きい ほ ど黄化 し，25以 ヒで は肉眼 で 識 別可 能

下
数字が 小さ い ほ ど軟1匕し ，25eg以 下が 司食適期

・
平 均 値±標準 誤差 （n ＝24）

  SDに よ り，＊ ＊は 1 ％水 準 で 有意差 あ り，n．s．は有 意 II三な し

第 4 表　‘0 −3’と ‘
春系 3号 ’

の 異 な る節位か ら採取 した雄花の 開

　 　 花期間

　 　 　　 　 　　 開 孑芭期間　（U寺闇）
吊 種

・
系 統

　 　 　 　 　 　 jo〜15節　　　　　20〜25負筒

○
− 3 　　 34．6±O．57z　33．6±0．83

春 系 3 号 　　15．7± 0．65　 16．3±0．68

有 意 性
F

　 ＊＊ 　 　 　 ＊＊

z

平均値 ±標準誤差 ｛．n ；28）
YLSD

に よ り，＊＊は 1 ％水 準で 有意 差 あ り

第 5 表　℃
−3’と ‘

春系 3 号
’
の 雄花 か らの エ チ レ ン 生成量

品種
・系統

エ チ レ ン生 成 量

　（μ 1・kg　
1・hr

．1
）

O − 3

春系 3 号

0．50±0．127．

0．26± O．04

有 意 11’iY ＊

ft

平 士勾f直：ヒヰ票準 言呉ぎ…　（n ＝7 ）

  SDに よ り，＊は 5 ％水準で 有意 差 あ り

第 6表　
‘0 −3’と ‘

春 系 3号
’
の 果重，糖 度 お よび収穫 4 日 後の 果皮色，貫 入 抵抗値

品 種
・
系統

果 重

（kg ）

糖度

（Brix％）

果皮色

（b ＊イ直つ

貫入抵抗値
y

　（9 ）

0 − 3

春系 3号

2．60±O，08H
2．24±0．06
　 　 ＊＊

13．4± 0，610
，3± 0．6

　 ＊＊

18．3±0．726
．7±o，9

　 　 ＊＊

433±3224
± 4

有 意 性
w ＊＊

z
数 字が大 きい ほ ど黄化 し，25以 上 で は 肉眼 で 識別 可能

ア
数字 が 小さ い ほ ど軟 化 し ，250g 以 下が可食 適期

x

平均値 ±標 準誤 差 （n 二24）
v’LSDに よ り ，＊ ＊は 1 ％ 水準 で 有意譱 あ り

‘
春系 3 号

’
EO− 3

’

第 2 図 　
‘0 −3’と

‘
春 系 3号

’
の 10−15節か ら採取 した 雄花の 開花

　　 状況 （採取 18時間後 ）

とも
‘
春系 3号

’
に 比 べ て 有意 に 長か っ た （第 4表，第 2図），

　雄花 の エ チ レ ン 生 成量 は 、
‘0 −3’が 0．50μ1・kg

− 1・hr
−1

で ，
‘

看…系 3号
’O．26μ レ kg

−1・hr
− 1

の 1．9倍多 か った （第

5表 ）．

　℃ −3｝

の 果実 は，果重 2．60kg ，糖度 13，4で ，
‘
春系 3

号
’
は 果重 2．24kg，糖度 10，3 で あ っ た．収穫 4 日後 の 果

皮色 b＊

値 は，
‘0 −3’が 18．3 と黄化せ ず ，

‘
春系 3号

’
は

26，7で 黄化 を 示 した ．貫 入 抵抗値 は ，
‘0 −3’が 433g と

高 い 値 を 示 した の に 対 し，
‘
春系 3号

’
は 24g と低 く，明

ら か に 軟化が 進 ん だ （第 6表 ）．

考 察

　本研究で は ，エ チ レ ン低 感 受 性 因 子 の 有無 に よ り果実

の 日持 ち性に 差が あ る 4品種 ・系統す な わ ち，エ チ レ ン 低

感受性因子 を有す る
‘
キ ン グナ イ ン

’

お よ び
‘0 −3’，有し

な い
‘

キ ン グ メル テ ィ
’
や

t

春系 3号 ’

の 雄花を採取 して ，

開花期 間 を 調 査 した ．

　エ チ レ ン低感 受性 因 子 を 有す る
‘
キ ン グナ イ ン

’
と
‘0 −

3’の 開花期間は，本因子 を 保有 しな い
‘
キ ン グ メ ル テ ィ

’

や
‘
春系 3号 ’

の 約 2倍長か っ た ．‘
キ ン グ ナ イ ン

’
は ネ ッ

ト型 ハ ウ ス メ ロ ン 品種，
‘0 −3’は純系ア

ール ス に類す る

温室 メ ロ ン 系統で あ る．そ れ ぞ れ育成素材 が 異 な る に も

か か わ ら ず，エ チ レ ン 低 感受性因子を有す る こ と に よ り，

果皮の 黄化 お よ び 果 肉 の 軟化 抑制，発芽実生 の 根 の 伸長

に 対す る エ セ フ ォ ン の 抑 制作 用 を軽減す る と と も に，生

殖 器 官 で あ る 雄花の 開花期間を 長 く保 つ 特性 に も関連 す

る こ と が 明 ら か と な っ た．エ チ レ ン 感受性 と 開花期間 と

の 関係 に つ い て は，エ チ レ ン 低感受性突然変異体 トマ ト

‘IVever　ripe （Nr）
’
の 花が萎れ に く く，野生株 に 比べ て 開花

期間が 4倍以上 長 い こ と が 報告され て い る （Lanahan ら，

N 工工
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1994 ）．カ ーネ ー
シ ョ ン で は，小 野崎 （2｛〕02）が エ チ レ ン

低感受性形 質を利用 した花持 ち の 良い 品種を育成 して お

り，本研究 に お ける メ ロ ン の 結果 は 作物種 を越 え た 共通

の 現 象 と考え られ る．

　 花器 か ら の エ チ レ ン 生 成量測定 に つ い て，カーネ ー
シ

ョ ン の 切 り花 か らの エ チ レ ン生成量 は，花弁 が わずか に

萎 ち ょ うす る と き に ピーク に 達す る た め ，そ の ス テージ

で 測定 され る （小 野崎 ら，2002）．本研究 にお い て もこ の

知見を 参考に，雄花 の 開花期間が 短 い
C

キ ン グ メ ル テ ィ
’

お よ び
‘
春系 3号 ’

の 雄花 が萎ち ょ う し始 め た 時 点 で ，全

供試品種 ・系統 の 雄 花 か らの エ チ レ ン 生成量 を 調査 した．

開花期間が 長 い
t

キ ン グナ イ ン
’
お よ び

‘O −3’の エ チ レ ン

生成量 は ，開花期間が 短 い
‘

キ ン グ メ ル テ ィ

’
お よ び

‘

春

系 3 号
’
の 2倍 で あ っ た，エ チ レ ン 低感受性因子 を有す る

品種 の エ チ レ ン 生成量 が 有 しな い 品種 よ り も多い 現 象 は，
Guzman ら （1990）に よ りエ チ レ ン 感受性 に 関 す る研究 が

最 も進 ん で い る シ ロ イ ヌ ナ ズ ナ の 突 然変異 体 （einJ ，
ein2 ）と野生 株 の エ チ レ ン 生 成量 で も報告 さ れ て い る，そ

の 機作 と し て ，感受性 の 高 い 野 生 株 で は 生産 され た エ チ

レ ン の 量 が多 くな る と エ チ レ ン 自体 が フ ィ
ードバ ッ ク し

て 生合成を 抑制す るが，感受性 が 低 い 突然変異体 で は エ

チ レ ン の 量 が 多 くな っ て も認知 され に くく，生成 が 抑制

さ れ ず 生成が 続 く と推 察 さ れ て い る．本研究 に お け る エ

チ レ ン低 感受性 因 子 を有 す る メ ロ ン 品種 ・系統 の 雄花 の エ

チ レ ン 生 成量 が 多か っ た こ と も 同様 な機作 に 起因す る と

推察 され る ，

　エ チ レ ン低感受性因子 を 有す る メ ロ ン は 雄花の 開花期

間 の 長 い こ とか ら，本特 1生を 調 査 す る こ と に よ り，メ ロ

ン 植物体 に エ セ フ ォ ン な どの 人 為的 処 理 を 加え な くて も，
さ らに 果実 の 収穫 を 待 た ず に エ チ レ ン低感受性因子 を 保

有す る 品種 ・系統 の 識別 が 可能で ，品種改良 に お け るエ チ

レ ン 低 感受性因子保有個体 の 効率的選抜 に も応用 で き る

と考え られ る．

摘　　要

　果 実 の 日持 ち性 を 高 め る エ チ レ ン 低 感 受性因子を有す

る メ ロ ン 品種
‘
キ ン グナ イ ン

’
お よ び ℃ −3’

と，本因子 を

有 しな い
‘

キ ン グメ ル テ ィ
’
お よ び

‘

春系 3号 ’

に っ い て，

雄花 の 開花期間 と エ チ レ ン 生 成量 お よ び 果実 の 日 持 ち性

を比較調査 した ．

　雄花 の 開花期 間 は ，
‘
キ ン グ ナ イ ン

’
と
‘0 −3’が

‘
キ ン

グ メ ル テ ィ
’
と
‘
春 系 3号

’
の 2倍長 か った ．雄花 か らの

エ チ レ ン 生 成 量 は，
‘
キ ン グ ナ イ ン

’
と
‘0 −3’が

‘
キ ン グ

メ ル テ ィ
’

と
‘
春系 3号

’
の 2 倍多 か っ た．

　以上 の 結 果，エ チ レ ン低感受性因子を有す るメ ロ ン の

雄花 は，開 花 期間が 長 く，エ チ レ ン 生 成量が 多い 特性 が

明 らか と な っ た，
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